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１．概要（Summary） 

食感とは主に歯にかかる圧・振動の歯根膜による知覚

を通じて認識される．食感の定量化を試みる研究は多く

存在するが、その多くは食品にプローブを挿入し、その際

のプローブの振動を計測するもので、実際に人間が感じ

る食感とは異なる．また，実際に，人の咀嚼時に口内にセ

ンサを取り付けて食感を計測した例として，歯にかかる圧

力を計測した研究は存在するが振動に着目した研究は

存在しなかった．  
本研究では MEMS 技術を用いて歯に取り付けるのに

十分に小さいサイズの振動センサを製作した．そのセンサ

を用いて，3D プリンタで製作した歯のモデルを利用した

煎餅咀嚼時の歯の振動を計測，解析を行った． 
２．実験（Experimental） 

3D プリンタで製作した上顎のモデルを，スタンドに取り

付けられたフォースゲージの先に固定し，台上の煎餅に

秒速 5 mm で挿入した．センサが取り付けられた歯の部

分は煎餅に触れないようにし，モデルを通じて伝播した振

動のみを計測した．モデルは歯を抜くなどして，複数パタ

ーンの状態で計測を行った．さらに，モデルに煎餅が接

触した瞬間から，モデルが最下点まで達した瞬間までの

結果を取り出し，高速フーリエ変換を用いて解析した． 
このセンサはナノテクプラットフォームが有する電子線

描画装置を利用して製作した，ピエゾ抵抗型カンチレバ

ーを用いた． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

実験によって得られたデータを解析したところ，

150~250Hz と 400~600Hz あたりでピークが見られた

（Fig. 1）．前者のピークはどのモデルを用いても見られた

ため，モデルの顎の部分を通じて伝播した振動だと考え

られる．また，後者のピークは，実際に煎餅に接触した歯

に，センサを取り付けた歯が近いほどはっきりと見られたた

め，接触している歯を通じて伝播してきた振動だと考えら

れる． 
これらから，歯並びや歯の隙間が食感に関わる歯の振

動伝達に影響を与え，結果知覚される食感に違いがある

可能性が示唆された． 
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Fig. 1 Anaysis Result 


